
フルーツ FESTAにて 
 

                               平居 謙 

 

 

 

１ 
私は詩を 

どうしても 

書かねばならない  

ものとは思わない  

それなのに 

手を繋いだり 

触れたり  

どうしても 

どうしても 

お前の中に 

一度だけでも 

入ってみたい 

今も魘されるように 

念じたり希ったり 

するのは  

一度でよい 

一度だけでよいのです 

私の手の中にある 

マンゴーフルーツ 

 

 

 

 

２ 
ぴあのノ音  

が鳴っている 

水滴のような 

朝 

人がオレンジを食べることは  

理にかなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
女心と果物 

との距離について 

 

とっても素敵な 

香りなんだから  

 

横取りしたくて 

仕方ない  

 

それが私のもので  

あるならば  

 

ああそれが 

ここにこうして 

あるならば 

 

水滴はそのように 

響く 

 

 


